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日本の資源と産業 名前

問1 日本の工業と貿易の特色について述べた以下の文のうち、戦後の日本経済を支えた「加工貿易」の仕組みとその背景を正しく説明しているもの
はどれですか。 （2020年 香川県公立入試 類似）

1. 他国から輸入した商品を、加工工
程を経ずにそのまま別の国へと転売
して利益を得る貿易である。

2. 海外から原油や鉄鉱石などの原料
・燃料を輸入し、国内の工場で自動
車などの工業製品を製造して輸出す
る貿易である。

3. 国内の労働力不足を補うため、海
外に工場を移転して現地で生産した
製品を日本に逆輸入する貿易である
。

4. 国内で生産された豊富な農林水産
物を輸出し、海外から高度な精密機
械や電子機器を輸入する貿易である
。

問2 水産資源を守るための取り組みを説明した次の文のうち、栽培漁業の特徴を正しく説明しているものはどれですか。 （2015年 佐賀県公立入試 類似）

1. 卵からかえったばかりの稚魚を、
外敵に襲われにくい環境で育ててか
ら放流し、生存率を高める。

2. 海の一部を網などで仕切り、卵か
ら成魚になるまで一貫して人の手で
餌を与えて育てる。

3. 産卵期の魚を獲ることを禁止した
り、網の目を大きくして小さい魚を
逃がしたりして資源を管理する。

4. 排他的経済水域の外にある公海へ
向かい、大型の漁船を使って数ヶ月
かけて漁を行う。

問3 日本の貿易において、輸出総額が約10.7兆円、輸入総額が約4.4兆円と、輸出額が輸入額を大きく上回る大幅な輸出超過となっている港がありま
す。この港では輸出品目の26.6%を自動車が占めていますが、この港の名称として最も適切なものを選択してください。 （2018年 岩手県公立入試 類似）

1. 成田国際空港 2. 横浜港 3. 東京港 4. 名古屋港

問4 主要な化石燃料のうち、サウジアラビアなどの「中東」や「北米」における産出割合が特に高く、現代社会において自動車の燃料やプラスチッ
クの原料として欠かせない資源を選択してください。 （2023年 大分県公立入試 類似）

1. 水力 2. 天然ガス 3. 石炭 4. 石油

問5 ある農産物の都道府県別生産量の割合において、静岡県が18.2％、長野県が18.0％、千葉県が8.9％を占め、これら3県で全国の約半分に達して
いる統計資料があります。この農産物として正しいものを選択してください。 （2014年 愛媛県公立入試 類似）

1. じゃがいも 2. ぶどう 3. りんご 4. キャベツ

問6 日本の工業地帯において、出版・印刷業が含まれる「その他」の割合が他の地域に比べて高く、東京都や神奈川県を拠点としている工業地帯は
どれか。 （2021年 北海道公立入試 類似）

1. 北九州工業地帯 2. 京浜工業地帯 3. 阪神工業地帯 4. 中京工業地帯

問7 ある農産物の市場における月別の取扱数量と価格の関係について、数量が多い5〜6月には価格が下がり、数量が少ない1〜2月や8月には価格が
上がる傾向が見られます。このような市場価格が変動する背景を説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2022年 長野県公立入試 類似）

1. 市場への供給量が増加すると、商
品の希少価値が高まるため、価格が
上昇する。

2. 市場への供給量が減少すると、需
要に対して品不足の状態となるため
、価格が上昇する。

3. 農産物の価格は、産地の距離のみ
によって決定され、供給量の増減に
は影響されない。

4. 需要が供給を大幅に上回る時期に
は、生産者の利益を守るために国が
価格を引き下げる。

問8 1970年と2018年の日本の食料品目別消費量を比較した統計において、ある品目の1人1日あたりの消費量は、86.5グラムから65.5グラムへと減
少しています。この品目に該当するものはどれですか。 （2024年 栃木県公立入試 類似）

1. 油脂類 2. 乳製品 3. 肉類 4. 魚介類

問9 日本の人口構成の推移において、2010年の統計では、65歳以上の「老年人口」が全人口の23.0％を占める一方で、0歳から14歳の「年少人口」
は13.2％まで低下しています。このような人口構造の状態を表す言葉として、最も適切なものはどれですか。 （2023年 愛媛県公立入試 類似）

1. 少子高齢社会 2. 多死社会 3. 人口ボーナス社会 4. 第一次ベビーブーム社会

問10 1930年代の日本の人口構成は、底辺が広く子供の割合が高い一方で、年齢が上がるにつれて急激に人口が減少する三角形に近い形をしていまし
た。これに対し、2000年代後半には、子供の割合が低下して底辺が狭くなり、中高年層の割合が厚い、中央が膨らんだ形へと変化しました。こ
のような人口ピラミッドの形状の推移を正しく表現したものはどれですか。 （2016年 愛媛県公立入試 類似）

1. 釣鐘型から富士山型への変化 2. 富士山型からつぼ型への変化 3. つぼ型から富士山型への変化 4. 富士山型から釣鐘型への変化

問11 1965年度から2015年度にかけての日本の食料消費の動向と食料自給率の関係について述べた文として、正しいものはどれですか。 （2018年

神奈川県公立入試 類似）

1. 輸入飼料への依存を克服するため
に国産飼料の生産を拡大した結果、
畜産物の自給率は1960年代よりも大
幅に向上した。

2. 健康志向の高まりによって肉類の
消費が抑制され、代わって輸入に頼
らない伝統的な穀物や野菜の自給率
が急上昇した。

3. 食生活の変化によって油脂類の消
費が減り、自給しやすい米の消費が
拡大したため、食料自給率は1965年
度よりも上昇した。

4. 米の消費割合が減少する一方で、
畜産物や油脂類の消費割合が増加し
、これらを輸入や輸入飼料に依存し
ているため自給率は低下した。

問12 日本の貿易統計において、2014年時点での中国への輸出額がオーストラリアへの輸出額の5倍を大きく超える（約8.9倍）など、アジア諸国との
結びつきが強まっています。このように中国との貿易額が極めて大きくなった背景として、最も適切な理由を説明しているものはどれですか。
（2016年 長崎県公立入試 類似）

1. オーストラリアが日本との貿易を
制限し、鉄鉱石や石炭などの資源を
すべてアメリカやヨーロッパに輸出
する方針に転換したため。

2. 日本政府がアメリカとの貿易を禁
止する政策をとり、その代替として
中国やオーストラリアとの取引を強
制的に増やしたため。

3. 中国が「世界の工場」として急速
な経済成長を遂げ、日本企業が現地
の拠点へ部品（中間財）を送ったり
、現地から製品を輸入したりする構
造が定着したため。

4. 中国において農業が衰退し、日本
から主食である米や小麦などの農産
物を大量に輸入しなければならなく
なったため。

問13 1960年には日本の工業出荷額の約12％を占めていた繊維工業が、2014年には約1％にまでその割合を低下させました。代わって現代の日本にお
いて、出荷額の大きな割合を占め、日本の製造業の柱となっている産業の分類として正しいものはどれですか。 （2021年 佐賀県公立入試 類似）

1. パルプ・紙工業、印刷工業 2. 繊維工業、食料品工業 3. 木材・木製品工業、窯業工業 4. 機械工業、鉄鋼・金属工業

問14 日本の鉱物・エネルギー資源の輸入において、石炭の輸入先としてオーストラリア（最大）に次ぎ、全体の約15.5%を占めている東南アジアの
国はどこですか。 （2026年 宮崎県公立入試 類似）

1. カタール 2. アラブ首長国連邦 3. インドネシア 4. 南アフリカ


